
　

毎
日
新
聞
が
今
年
の
四
月
二
十
九
日
付
け
朝
刊

（「
特
集
・
き
ょ
う
は
み
ど
り
の
日
」）
で
報
じ
て
い
る

よ
う
に
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
に
あ
る
。
地
球
温
暖
化
の
主
要
因
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
の
濃
度
は
、
十
八
世
紀
の
産
業
革
命
前
は
二
八

p
p
m

八 
 
 

で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
三
五
％
増
の

p
p
m

三
七
九 
 
 

に
上
昇
し
て
い
る
。
何
の
対
策
も
取
ら

な
け
れ
ば
百
年
後
に
は
現
在
の
二
倍
の
七
〇
〇

p
p
m

 
 
 

ま
で
増
加
す
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
な
れ
ば
異
常
気
象
の
発
生
は
も
ち
ろ
ん
、

気
温
や
海
面
の
上
昇
と
い
っ
た
変
化
を
引
き
起
こ

し
、
二
一
〇
〇
年
に
は
気
温
が
一
・
四
〜
五
・
八
度
、

海
面
が
九
〜
八
八 
㌢
㍍ 
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
当
然
、
生
態
系
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。

　

一
九
九
七
年
に
取
り
決
め
ら
れ
た「
京
都
議
定
書
」

で
は
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
が
一
九

九
〇
年
比
で
六
％
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
現
実

は
削
減
ど
こ
ろ
か
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二

酸
化
炭
素
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
す

る
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
力
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
森
林
の
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
量
は
年
間
九
、七
〇
〇
万
㌧ 
あ
り
、約
二
億
人
分
の

呼
吸
量
を
吸
収
し
て
い
る
と
い
う
試
算
が
あ
る
。
成

長
が
お
う
盛
な
森
林
ほ
ど
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
力
が

あ
り
、
成
長
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
森
林
は
伐
採
し
て

木
材
と
し
て
利
用
し
、
再
び
植
林
や
天
然
更
新
を
促

し
て
若
返
ら
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
林
業
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
効
果
的

に
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

一
方
、
国
内
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に

目
を
や
る
と
、
国
産
材
利
用
の
中
心
で
あ
る
建
築
用

材
等
へ
の
利
用
状
況
が
、一
九
六
七
年
の
年
間
五
、二

七
四
・
一
万
立
方
㍍ 
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、二
〇

〇
二
年
に
は
一
、六
〇
七
・
五
万
立
方
㍍ 
と
ピ
ー
ク
時

の
三
〇
・
五
％
に
落
ち
込
み
、
自
給
率
も
一
八
・
二
％

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ギ
の
山
元
立
木
価
格
の

推
移
を
見
て
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
に
一
立
方
㍍ 
当

た
り
二
万
二
千
七
百
七
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇

〇
二
年
に
は
四
千
八
百
一
円
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の

二
一
・
二
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、立

木
一
立
方
㍍ 
を
売
却
し
て
雇
用
で
き
る
山
林
労
働
者

は
大
幅
に
落
ち
込
み
、一
九
六
一
年
に
一
一
・
八
人
雇

用
で
き
た
も
の
が
、
一
九
七
五
年
に
は
一
・
八
人
、
二

〇
〇
二
年
に
は
〇
・
四
人
と
な
り
、
六
十
年
、
七
十
年

間
育
て
た
ス
ギ
の
木
一
立
方 
㍍ 
で
〇
・
五
人
も
雇
用

で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
森
林
の
経
済
的
価
値
は
喪
失
す
る

と
共
に
、
放
置
状
態
の
森
林
が
急
激
に
広
が
り
、
森

林
の
多
面
的
機
能
で
あ
る
水
源
か
ん
養
や
土
砂
崩
壊

防
止
、
土
砂
流
出
防
止
等
の
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
森
林
保
全
の
た
め
に
も
、
国
産
材
の
需
要

を
喚
起
し
、
森
林
の
経
済
的
価
値
を
復
権
さ
せ
る
取

り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
天
童
市
は
ま
ず
地
域

の
森
林
・
林
業
を
活
性
化
す
る
た
め
に
も
地
域
材
の

利
用
を
促
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
地
域
材
を
利
用
し
た
公
共
施
設
の
整
備
に
着
手

し
た
。
二
〇
〇
一
年
度
と
二
〇
〇
二
年
度
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
天
童
北
部
、
天
童
南
部
両
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
を
相
次
い
で
建
設
し
、
両
施
設
を
合
わ
せ
て
五

〇
八
立
方
㍍ 
の
県
産
材
を
使
用
し
た
。
さ
ら
に
、
二
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増
川　

一
臣

天
童
市
森
林
情
報
館

「
も
り
〜
な
天
童
」



〇
〇
三
年
度
に
は
第
三
弾
と
し
て
天
童
市
森
林
情
報

館
「
も
り
〜
な
天
童
」
を
建
設
。
使
用
材
積
一
五
五

立
方
㍍ 
の
う
ち
、
実
に
九
〇
％
を
県
産
ス
ギ
材
で
ま

か
な
う
な
ど
、
ふ
ん
だ
ん
に
県
産
ス
ギ
材
を
使
用
し

て
県
産
材
の
地
産
地
消
を
実
現
す
る
と
共
に
、
木
の

ぬ
く
も
り
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
な

ど
、
木
造
の
良
さ
を
体
感
す
る
に
は
十
分
の
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
も
り
〜
な
天
童
」
館
内
の
暖
房
は
、
今
注

目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
木
質
ペ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

製
材
工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
端
材
や
樹
皮
等
は
こ

れ
ま
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
木
材
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
有
効
利

用
す
る
こ
と
で
化
石
燃
料
の
使
用
量
を
削
減
し
、
地

球
温
暖
化
の
抑
制
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
意
識
の
啓

発
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

県
内
の
公
共
施
設
で
は
第
一
号
で
あ
り
、
年
間
五
〇

㌧ 
に
及
ぶ
ペ
レ
ッ
ト
使
用
量
は
県
内
最
大
級
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
資
源
循
環
型
社
会
を
先
取
り
し
た
最

先
端
の
施
設
で
あ
る
。

　

当
館
は
森
林
の
現
状
や
森
林
の
公
益
的
機
能
の
重

要
性
を
幅
広
く
情
報
発
信
す
る
役
目
を
担
っ
て
い

る
。
森
林
整
備
と
共
に
地
域
の
木
材
利
用
の
必
要
性

を
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、健
全
な
森
林
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
と
共
に
、

資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
森

林
お
よ
び
林
産
物
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
会
等
を
随
時
開
催
し
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
当
館
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。去
る
五
月
に
は
、

協
力
団
体
の
ご
理
解
に
よ
り
、
開
館
事
業
に
併
せ
て

押
し
花
体
験
教
室
や
春
の
野
草
展
（
写
真
参
照
）
を

開
催
し
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
館
内
に
は
森
林
の
働
き
や
育
林
の
必
要
性
、
木

材
の
利
活
用
等
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
常
設
展
示
し
て

い
る
ほ
か
、
各
種
木
工
品
、
石
付
き
山
野
草
、
押
し

花
作
品
等
を
適
宜
入
れ
替
え
な
が
ら
展
示
・
紹
介
も

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
夏
休
み
企
画
と
し
て
「
ハ
イ
キ
ン
グ
市

内
名
水
め
ぐ
り
」
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
木
工
教
室
な

ど
、
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八
月
に
は
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
の
展
示
・
実
演
会
、
つ
る
細
工
教
室
を

開
催
す
る
の
を
は
じ
め
、
秋
に
は
、
公
募
に
よ
る

「
美
し
い
森
・
林
の
写
真
展
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
な
ど
、
計
画
的
に
催
し
物
を
仕
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

天
童
市
の
森
林
面
積
は
約
三
、八
〇
〇
㌶ （
林
野
率

三
三
・
六
％
）
で
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
も
下
位
に
あ

る
。
こ
の
た
め
、「
な
ぜ
森
林
情
報
館
か
」
と
い
う
考

え
を
持
た
れ
る
方
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
都
市
部

で
あ
る
が
故
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
多
く
、
だ

か
ら
こ
そ
率
先
し
て
取
り
組
む
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ

る
。
森
林
・
林
業
を
テ
ー
マ
に
市
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
「
集
い
」「
学
び
」「
創
る
」
場
を
提
供
し
、
資

源
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
布
石
に
し
た
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

二
十
一
世
紀
は
環
境
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
森
林
と
環
境
保
全
の
か

か
わ
り
を
理
解
し
、
こ
の
緑
豊
か
な
県
土
を
守
っ
て

い
く
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

〈
引
用
・
参
考
文
献
〉

　

�「
平
成
十
五
年
度
森
林
・
林
業
白
書
」
林
野
庁

　

�「
地
球
と
森
林
」
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
編
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森林・林業の情報発信基地

■増川　一臣
　（ますかわ・かずしげ）

山形県林業技術職員を経て2004年４月

から天童市森林情報館「もり～な天童」

勤務。その間、森林計画編成、林業技術

普及指導、林政業務等に携わり、「山形県

みどりを育てる女性の会」の創立、「最上

広域森林組合」の設立を手がける。

連絡先：

天童市大字貫津2551番地

「鍬ノ町わくわくランド」内

TEL 023-651-2002

５月に「もり～な天童」で開催された「春の野草展」の模様


